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グローバル経済秩序

グローバル経済システムの転換に取り組む応用的調和主義——その病理、偽りの代替案、そして物質的生活の調和的建築。調和の建築の一部。参照：財務と富、新しい一エーカー、管理、統治




オントロジーの下流としての経済学

すべての経済システムはターゲット関数——人間の生活が何のためにあるかについての文明の最も深い仮定を符号化する価値の定義——を最適化します。ターゲット関数は決して中立的ではありません。それは文明が何を生産し、報酬を与え、分配するかを決定します。

現在のグローバル経済秩序はGDP成長を最適化します。すなわち、時間単位あたりの金銭単位で測定される商品およびサービスの総合的スループットです。GDPは学校の建設と刑務所の建設を区別しません。清潔な食品の販売と、汚染された食品が引き起こす病気を治療するための医薬品の販売を区別しません。それは活動を測定し、整列性ではなく。スループット、調和ではなく。

これは設計上の欠陥ではありません。それは現代経済パラダイムの基礎となる人類学的およびオントロジー的選択の論理的帰結です。人間が理性的効用最大化者であるホモ・エコノミクス——新古典派理論のそれである——であれば、経済組織の目的は支払い意欲によって測定される選好の総合的満足を最大化することです。現実が物理的物質次元に還元可能である——主流経済学の暗黙のオントロジー——であれば、価値は市場が価格設定するものであり、経済の成功はそれが生成する価格設定活動の量によって測定されます。

調和主義は両方の前提を拒否します。人間はダルマに向けられた多次元的存在であり、選好最大化アルゴリズムではありません。価値はロゴスとの整列——全体奉仕における物質的生活の首尾一貫した秩序——であり、個々の取引の総合ではありません。ダルマに整列した経済システムはスループットを最大化しません。それは首尾一貫性を最大化します。すなわち、物質資源の生産、分配、および管理が、調和の輪のあらゆる次元にわたって人間の完全な発展に奉仕する程度です。

これはユートピア主義ではありません。それはハーモニズムがあらゆる領域に適用する同じ診断の応用です。構造的な誤りに名前を付け、オントロジー的根を特定し、第一原理から代替案を構築します。



債務アーキテクチャ

現在の秩序の基底にある構造的誤りは、金銭制度自体です。財務と富は詳細にアーキテクチャを文書化します。すなわち、中央銀行および商業銀行によって部分準備銀行制度を通じて債務として創造された金銭であり、債務利息をサービスするための永続的な成長を必要とし、成長が衰えるときに定期的な危機を保証し、そして生産的経済から金融部門への富を体系的に移転します。

これは陰謀ではありません。それはメカニズムです。金銭が利息を伴って存在にローンされる金銭制度は、数学的必然性によって、総債務が常に総マネーサプライを超える必要があります。誰かは常にデフォルトしなければなりません。このシステムは壊れていません。それは設計通りに機能しています——中立的な交換媒体という幻想を仲介にして、多くの人から少数の人への富移転メカニズムとして。

このシステム内で機能するフィアット通貨は、組み込みの減価関数を持っています。すなわち、インフレーションです。中央銀行は正のインフレーションを政策としてターゲットにしています——つまり、すべての通貨単位の購買力は継続的に低下します。その効果は、貯蓄者から借り手へ、労働者から資産保有者へ、未来から現在への静かで永続的な移転です。働き、貯蓄し、慎重に生活する人は、システム自身のアーキテクチャによって罰せられます——その保存された人生エネルギーは意図的な質の低下を通じて漏れています。

このアーキテクチャを見るために必要な財務リテラシーは体系的に保留されています。教育制度——金融無意識から利益を得る同じ利益によって形成された——は微積分が可能な卒業生を生産しますが、お金がどのように創造されるか、部分準備が何を意味するか、または彼らの貯蓄がなぜ毎年購買力を失うかを説明することはできません。無知は偶発的ではありません。それは構造的です。金銭アーキテクチャを理解する人口はそれに同意しません。



偽りの代替案

慣例的な議論は2つの代替案を提供します。より多くの資本主義またはより多くの社会主義です。どちらも同じオントロジー的フレームワーク内で機能し、構造的根に対処しません。

現代形式での資本主義は、集中した資本が市場、規制システム、および政府を捕捉するメカニズムとなっています。資本主義理論が説明する「自由市場」は、世代にわたって主要な経済において存在していません——何が存在するか国家資本主義または縁故資本主義であり、大企業はその利点のために規制環境を形成し、参入障壁は既存企業を保護し、国家は私的経済利益のための執行腕として機能します。競争は底部に存在します。独占は上部で統合されます。

社会主義は、その様々な形式で、国家の調整機能を拡大することによって分配を修正することを提案しています。しかし、統治の記事が確立するように、他の柱を自身に吸収する単一の調整機能はすでに失敗しています——その宣言された意図に関わらず。社会主義国家は生産的経済を資本による捕捉から解放しません。それは資本による捕捉を官僚制による捕捉に置き換えます。分配はより平等的であるかもしれません。主権の損失は同じです。

どちらの代替案も同じ構造的な盲点を共有しています。経済的問題を自己完結的なものとして扱います——物質組織が文明のダルマ、管理、コミュニティ、教育、生態学、および文化との関係から独立して修正できるかのように。ダルマなしの資本主義は抽出を生産します。ダルマなしの社会主義は行政を生産します。どちらも調和を生産しません。なぜなら、どちらも中心を持たないからです。経済は、統治のように、7つの柱の1つです——文明形式を決定する主要な柱ではありません。それをそのように扱うことは、資本主義と社会主義が共有する誤りです。



調和的代替案

調和の建築は、異なる原則の周りに組織された経済的生活のための青写真を提供します。

蓄積ではなく管理。 管理は物質の輪の中心である支配原理に名前を付けます。物質資源は絶対的意味で所有されるのではなく、管理されます。管理とは、全体の輪に奉仕する資源の責任ある栽培と配備を意味します——個人的保有の最大化ではなく、国家による財産の集合化でもなく、臨在から物質的生活の意識的な管理であり、物質が精神に奉仕し、主権は物質的充足を必要とするという認識を伴います。

経済倫理としてのアイニ。 アイニ——聖なる相互性——はハーモニズムがアンデス地形から導き出し、すべての交換に適用する倫理的原理です。すべての取引は両当事者と大きなシステムをより首尾一貫させるべきであり、より少なくはありません。これは柔らかい願望ではありません。それは構造的基準です。体系的に一方の当事者から別の当事者を豊かにするために抽出する経済的関係はアイニに違反します。生態系を低下させて安価な商品を配送するサプライチェーンはアイニに違反します。生産的経済から金融部門への富を意図的な質の低下を通じて移転する金融システムはアイニに違反します。原理は単純です。その応用は急進的です。なぜなら、現在の秩序が機能する大部分のメカニズムを不適格にするからです。

経済組織における補助性。 政治組織を支配する同じ原理が経済組織を支配しています。すなわち、最も低い権限レベルでの決定、最小限の中央化、最大限の地方主権。これは、可能な場合は地方生産、十分な場合は地方交換、適切な場合は地方通貨および物々交換システム、そして真に地域的に解決できない場合のみ中央化された調整を意味します。グローバル化されたサプライチェーン——食品が何千マイルも移動し、コミュニティが基本的商品のために遠い製造業者に依存し、1つのノードの破壊がシステム全体を通じてカスケード接続する——は、病的過剰に実行される中央化の経済的表現です。生態学とレジリエンスは同じ原理をシステムの側面から名前を付けます。すなわち、回復力は多様な地方的能力から流れます。

ダルマ的な金銭としてのビットコイン。 ビットコインは調和主義の原則と最も整列した金銭技術です。その固定供給は、部分準備銀行フィアット減価の構造的解毒剤です——中央当局が希釈できない数学的スカーシティです。その分散化された検証は、信頼された仲介者の必要性を排除します——誰の認可なしにも機能する許可不要の金銭。その仮名アーキテクチャは、監視銀行複合体が排除した財務プライバシーの程度を回復します。そのプルーフオブワークコンセンサスはその価値をエネルギー支出にグラウンドしています——金銭がエネルギーの請求であるという原則に最も接近しているすべての金銭システムの中で、財務と富が確立するように。

新しい一エーカーは分析を拡張します。ビットコインは抽象的な価値貯蔵です。自律的生産システム——太陽光発電、AI駆動、地域で運営されるロボット——は具体的な貯蔵です。一緒に、彼らは物質的主権スタックを構成します。中央銀行、サプライチェーン、ユーティリティグリッド、および産業的依存性の全装置からの独立です。ビットコインを保有する人は、請求が希釈されないという数学的確実性を持つ将来の生産性に対する請求を保存します。自律的生産システムを所有する人は、毎日実際の出力——食品、労働、計算、住宅保全——を生成します。両方を保有する人は、来たるべき時代における物質的主権の形を把握しています。

マシン・トレジャリー・テーゼはビットコインの長期的位置を強化します。AI エージェントが経済的自律性を獲得すると——契約交渉、リソース購入、サービス販売——彼らはプログラム可能、許可不要、グローバルにアクセス可能、制度的ゲートキーパーから独立した金銭層を必要とするでしょう。ビットコインはこれらの要件を満たす唯一の既存インフラストラクチャです。機械はビットコイン・コミュニティがまだ完全に表現していない需要ドライバーです。



労働の問題

人工知能、ロボット工学、および再生可能エネルギーの収束は、経済理論がまだ吸収していない深さで人間の労働と生産的出力の間の関係を再構築しています。来たるべき数十年間にすべての政策フレームワークが直面する問題——機械が人間よりも効率的にほとんどの商品とサービスを生産できるときに人間の仕事に何が起こるか——は最初から不正確な枠組みです。

主流の枠組みは尋ねます。余剰をどのように分配するか？ これは人間の仕事の目的が経済的生産であると仮定し、生産がもはや人間の労働を必要としないとき、問題は分配的であると仮定します。提案されたソリューション——ユニバーサル・ベーシック・インカム、仕事保証、リトレーニングプログラム——すべては前提を受け入れ、メカニズムについて議論します。

調和主義は前提を拒否します。仕事は労働ではありません。仕事はダルマの物質的世界における表現です——全体の首尾一貫した機能への各人間が行う独自の貢献。奉仕の輪はダルマをその中心に配置し、その柱——職業、価値創造、リーダーシップ、協力、倫理と説明責任、システムと運営、コミュニケーションと影響——は有意義なサービスの次元を説明し、その大部分は経済的生産に還元不可能であり、いずれも機械によって実行できません。

機械は庭園を造ることができます。それは子供に地球を愛することを教えることはできません。機械は情報を処理することができます。それは意味の危機に直面するコミュニティのためのダルマ的道を識別することはできません。機械は家を建てることができます。それは家族が繁栄する条件を作成することはできません。機械が吸収している生産的機能は、調和主義の観点からは、人間の能力の最も低い秩序の表現です——農業革命以来、人間の目覚めた生活の大多数を消費してきた物質的スループットです。それらの自動化は危機ではありません。それは解放です——物質的地面を清掃して、人間が人間にしかできないことをすることができるようにします。臨在を培い、関係を深め、コミュニティに奉仕し、美を創造し、智慧を追求し、彼らの人生をダルマと整列させます。

しかし、解放は可能性であり、保証ではありません。新しい一エーカーが警告するように、解放された時間は自動的に解放された注意にはなりません。物質的ニーズが自律的システムによって満たされたが、回復された時間を強迫的な消費、デジタル的気晴らし、および無目的性で満たす人は、解放されていません。彼らは彼らの拘禁内で快適にされています。生産の自動化は、ダルマに向けられた人生のための物質的前提条件を作成します。方向性自体はまだ培われなければなりません——臨在の輪でマップされた実践を通じて、経済単位ではなく主権的存在を形成する教育を通じて、有意義なサービスのための関係的文脈を提供するコミュニティを通じて。

政策議論を循環している UBI 提案はこれを完全に見逃しています。政府からのチェックはダルマに代わりません。経済的変位を司った同じ行政装置から生存支払いを受ける人口は主権的ではありません——それは管理されます。調和的代替案は再分配ではなく、分散所有です。すなわち、自律的生産の手段を所有し、ビットコインで抽象的な価値貯蔵を保有し、解放された時間をダルマ的目的のために使用する内的主権を培います。道は国家を通じてではなく、それの周りを通じてです——下からボトムアップから物質的独立を構築し、コミュニティごと、家庭ごと。



転換

現在の秩序から調和的経済アーキテクチャへの転換は、政策提案ではありません——それは人間がそれを持続させるための主権を開発する速度で進む文明的再向きです。統治記事の原理が適用されます。分散型意思決定の能力を発展させていないコミュニティに完全な分権化を強制することはできません。同様に、財務無意識、依存性、および消費に訓練された人口に経済的主権を強制することはできません。

シーケンスは、培養まず、構造第二です。財務リテラシーを開発する個人、金銭アーキテクチャを理解する個人、ビットコインと生産的資産を蓄積する個人、中央化されたサプライチェーンへの依存を減らす個人——これらの個人は、ダルマ的経済コミュニティが形成する種結晶になります。彼らの内部交換でアイニを実践し、地域的に生産できるものを地域的に生産し、臨在から資源を管理し、彼らが奉仕する人々に説明責任を負う透明な経済機関を構築するコミュニティ——これらのコミュニティは文明的転換のプロトタイプになります。

この仕事はイデオロジー的ではありません。それはアーキテクチャ的です。現在の経済秩序は存在外に議論されません。それは外構築されます——物質的に主権的で、ダルマに整列した代替案を実証する人々とコミュニティによって、それはより良く機能し、より健康な人々を生産し、苦しみを少なく生成し、調和の輪のあらゆる次元にわたって人間の繁栄のための条件を作成します。「この経済は何のためにあるのか？」という質問に答えることができない秩序は、最終的に答えることができる秩序に道を譲ります。



参照：西洋の亀裂、資本主義と調和主義、金融アーキテクチャ、グローバリスト・エリート、ナショナリズムと調和主義、財務と富、新しい一エーカー、管理、物質の輪、奉仕の輪、統治、調和の建築、生態学とレジリエンス、アイニ、ダルマ、ロゴス、臨在、応用的調和主義
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